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決
定
し
た
。「
戦
争
し
な
い
国
」

か
ら
「
戦
争
で
き
る
国
」、
さ
ら

に
は
「
戦
争
す
る
国
」
へ
。「
自

分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

が
「
米
国
の
指
揮
下
で
」「
台
湾

有
事
に
巻
き
込
ま
れ
て
日
本
が
戦

場
に
な
っ
て
も
」
と
い
う
の
は
い

か
が
な
も
の
か
▼
敵
基
地
攻
撃
能

力
と
し
て
相
手
が
攻
撃
着
手
時
点

で
反
撃
可
能
と
し
た
た
め
、
手
を

出
さ
な
け
れ
ば
安
心
だ
っ
た
「
ハ

リ
ネ
ズ
ミ
」
が
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

の
よ
う
に
髪
の
毛
針
で
攻
撃
し
て

く
る
。
当
然
周
辺
国
は
日
本
を
仮

想
敵
国
に
格
上
げ
し
、
戦
略
を
練

り
直
す
▼
最
近
は
国
際
的
な
相
互

依
存
関
係
の
強
ま
り
を
背
景
に
、

経
済
・
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
「
総
合
安
全
保
障
」
が
重
視
さ

れ
る
。
現
在
、
日
本
の
食
料
自
給

率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
38
％
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
12
％
で
、

有
事
の
際
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
▼
自
給
率
を
１
０
０
％
に
す
れ

ば
「
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し

て
他
国
を
無
視
」
で
き
、
鎖
国
や

籠
城
、
長
期
戦
が
可
能
と
な
る
▼

「
相
互
依
存
」
と
「
自
主
自

立
」、
ど
ち
ら
が
「
総
合
安
全
保

障
」
に
寄
与
す
る
の
か
。
食
料
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
自
足
し
、
軍

備
強
化
と
な
れ
ば
「
い
よ
い
よ
や

る
気
だ
な
」
と
思
わ
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
夫
婦
間
で
も
パ
ー

ト
ナ
ー
が
実
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
り
、
へ
そ
く
り
を
貯
め
だ
し
た

ら
要
注
意
だ
▼
安
全
保
障
の
大
原

則
は
、
日
本
国
民
が
「
政
府
の
行

為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が

起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ

と
を
決
意
」
し
、「
国
家
の
名
誉

に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇

高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
を
誓
ふ
」
こ
と
で
あ
ろ
う （
空
）

　

政
府
は
安
全
保
障

環
境
の
悪
化
を
理
由

に
15
年
安
保
法
を
成

立
さ
せ
、
昨
年
12
月

関
連
３
文
書
を
閣
議

「保険でより良い
　歯科医療求める」
　署名へご協力を！

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜20時02分頃～毎週土曜20時02分頃～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

３月４日　多様性の尊重（仮）
３月11日　医療で使えるさまざまな制度（仮）

　

協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
は
２
月
12
日
、
協
会
会
議
室
で
市
民
学
習
会
「
子
ど
も
の
健
康

脅
か
す
貧
困
そ
し
て
歯
科
医
療
」
を
開
催
し
た
。
佛
教
大
学
社
会
福

祉
学
部
教
授
で
耳
原
鳳
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
児
科
の
武
内
一
先
生
が
「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
―
子
ど
も
の
権
利
の
視
点
で
考
え
る
―
」
と
し
て

講
演
。
ま
た
、
協
会
副
理
事
長
・
歯
科
部
会
長
の
加
藤
擁
一
先
生
が

「
口
か
ら
見
え
る
貧
困
―
健
康
格
差
の
解
消
を
目
指
し
て
―
」
と
し

て
歯
科
分
野
か
ら
話
題
提
供
。
医
科
・
歯
科
医
療
関
係
者
と
市
民
ら

34
人
（
来
場
17
人
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
17
人
）
が
参
加
し
た
。

所得再分配がなされないことにより、ひとり親
世帯の貧困率が高いと指摘した武内先生　　　

会場では「歯の健康相談会」も開催

れ
、「
か
つ
て
は
、

『
栄
養
失
調
を
き
た

す
ほ
ど
の
生
活
状

態
』
に
限
定
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、『
尊

厳
を
維
持
す
る
た
め

の
物
事
に
欠
け
る
状

態
』
と
変
わ
っ
て
き

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
現
代
人
に
は
不

可
欠
な
生
活
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
な
ど
、
貧

困
概
念
を
柔
軟
に
捉

え
る
こ
と
が
重
要
」

と
し
た
。

い
る
流
れ
を
解
説
し
た
。「
日
本

は
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
が
48

・
１
％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
32
・
２

％
と
比
し
て
極
め
て
高
い
。
所
得

再
分
配
の
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

　

ま
た
〝
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
生

活
状
態
〞
を
示
す
貧
困
概
念
が
歴

史
的
に
変
遷
し
て
い
る
こ
と
に
触

　

最
後
に
、
３
歳
か
ら
中
３
ま
で

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
を
対
象
と

し
た
「
日
本
の
所
得
格
差
と
生
活

状
況
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の

結
果
を
紹
介
。「
２
０
１
９
年
と

21
年
の
比
較
で
は
、
母
子
世
帯
の

非
正
規
化
や
世
帯
収
入
の
悪
化
が

顕
著
。
コ
ロ
ナ
禍
で
格
差
と
貧
困

が
さ
ら
に
広
が
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
」
と
し
「
日
本
で
は
10
〜
30

代
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
が
自
殺

だ
が
、
そ
の
子
の
『
も
て
る
力
の

最
適
化
』（Capability

）
の
欠
如

が
根
本
問
題
。
子
ど
も
ら
の
『
あ

り
た
い
』『
な
り
た
い
』
を
阻
む

貧
困
の
解
決
を
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

加
藤
先
生
は
、
全
国
の
小
中
学

校
歯
科
検
診
で
、
要
受
診
と
の
指

摘
を
受
け
た
子
ど
も
が
治
療
を
受

け
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
た
「
学

校
歯
科
治
療
調
査
」
の
結
果
を
紹

介
。「
要
受
診
の
子
ど
も
は
全
体

の
30
％
台
。
う
ち
未
受
診
者
は
40

〜
50
％
台
。
大
阪
府
・
兵
庫
県
の

口
腔
崩
壊
者
（
む
し
歯
が
10
本
以

上
な
ど
咀
嚼
困
難
の
状
態
）
は
０

・
３
％
に
の
ぼ
る
」
と
し
、
歯
科

治
療
が
必
要
な
の
に
受
診
で
き
て

い
な
い
子
が
多
く
い
る
と
指
摘
。

　

そ
の
原
因
は
口
腔
崩
壊
の
子
ど

も
の
家
庭
で
、
親
の
時
間
的
貧

困
、
知
識
不
足
な
ど
複
合
的
で
あ

る
と
し
、「
必
要
な
受
診
の
た
め

に
国
・
自
治
体
・
学
校
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
た
。
そ
の
上
で
国

や
自
治
体
に
よ
る
実
地
調
査
や
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど

の
解
決
策
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
歯
科
検
診
後

の
未
受
診
者
の
多
さ
に
つ
い
て
市

議
会
か
ら
追
及
さ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
生
活
実
態
の
格
差
が
理

解
さ
れ
て
い
な
い
」（
養
護
教

員
）、「
お
金
の
手
当
だ
け
で
な
く

高
等
教
育
の
無
償
化
や
累
進
課
税

の
強
化
な
ど
社
会
シ
ス
テ
ム
を
大

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
か
ね
て
か

ら
国
や
県
へ
、
医
療
機
関
の
み
な

ら
ず
、
歯
科
技
工
所
向
け
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
物
価

高
騰
対
策
を
要
求
し
て
き
た
が
、

こ
の
た
び
県
が
県
内
歯
科
技
工
所

を
対
象
と
す
る
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
実
施
を
決
め
た
。

き
く
変
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

た
」（
歯
科
医
師
）、「
詳
細
な
統

計
か
ら
貧
困
問
題
の
根
深
さ
が
よ

く
わ
か
っ
た
」（
一
般
市
民
）
な

ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

　

冨
澤
洪
基
先
生
（
協
会
評
議
員

・
尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合
生
協

歯
科
）
が
司
会
を
務
め
た
。

　

終
了
後
「
無
料
歯
の
健
康
相
談

会
」
を
開
催
し
、
協
会
役
員
が
市

民
の
相
談
に
応
じ
た
。

　

支
給
額
が
低
額
で
あ
る
な
ど
ま

だ
ま
だ
不
十
分
な
が
ら
、
要
求
が

一
部
実
現
し
た
も
の
で
、
連
絡
会

は
、
県
内
の
技
工
所
５
０
０
カ
所

に
ハ
ガ
キ
で
連
絡
会
の
運
動
と
制

度
実
施
を
周
知
し
た
。
引
き
続
き

抜
本
的
な
物
価
高
へ
の
対
策
を
国

・
県
に
求
め
て
い
く
。

　

武
内
先
生
は
冒
頭
、
年
収
１
５

０
万
円
の
母
子
２
人
家
庭
を
例
に

と
り
、「
所
得
税
、
住
民
税
や
社

会
保
険
料
を
引
か
れ
る
と
、
各
種

手
当
な
ど
を
加
味
し
て
も
生
活
保

護
基
準
以
下
の
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
る
」
と
し
た
上
で
、
80
年
代
か

ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
数
が
倍
増
す

る
な
か
、
児
童
扶
養
手
当
の
減
額

な
ど
に
よ
り
貧
困
化
が
進
行
し
て

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会
・
市
民
学
習
会

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会
・
市
民
学
習
会

子
ど
も
の「
な
り
た
い
」阻
む
貧
困
な
く
そ
う

子
ど
も
の「
な
り
た
い
」阻
む
貧
困
な
く
そ
う

歯
科
技
工
所
に
も
物
価
高
騰
対
策
の
支
援
金
拡
充

連
絡
会
の
要
求
が
実
現

イベントの参加方法：時間になれば上のQRコードを読み込んで視聴して
ください！

主催：神奈川県保険医協会／医療費の窓口負担「ゼロの会」
共催：千葉県保険医協会／兵庫県保険医協会
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◇
出
席
者　

19
人

◇
情
勢　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
今
春
「
５
類
」
に
移
行
す

る
方
針
を
表
明
し
た
。
医
療
現
場

に
は
懸
念
の
声
も
あ
る
一
方
、
国

に
コ
ロ
ナ
対
策
を
助
言
す
る
専
門

家
ら
は
社
会
を
少
し
ず
つ
元
に
戻

す
た
め
、
段
階
的
に
移
行
し
て
い

く
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
新
型
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
「
病
院
や
介
護
施
設

で
の
面
会
制
限
に
関
し
て
」
第
10

回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
②
大
型
宣

伝
ⅰ
）
ラ
ジ
オ
関
西
「
寺
谷
一
紀

の
ケ
ン
コ
ー
法
師
『
医
療
知
ろ

う
！
』
コ
ー
ナ
ー
」
へ
の
出
演
呼

び
か
け
、
ⅱ
）
保
団
連
「
景
品
付

き
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
１
月
24

日
時
点
で
２
３
２
医
療
機
関
・
１

１
１
８
件
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

③
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
の

義
務
化
と
撤
回
等
を
求
め
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
１
月
19
日
に
厚

労
省
と
交
渉
し
た
概
要
、
④
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置
を
求
め

る
自
治
体
あ
て
の
要
請
の
取
り
組

み
で
成
果
が
得
ら
れ
、
兵
庫
県
が

医
療
機
関
向
け
物
価
高
騰
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
、
特
に
、
歯
科
部

会
か
ら
の
要
請
が
実
り
、
対
象
施

設
に
歯
科
技
工
所
が
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
、
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

「
高
齢
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
等
補
助
制
度
の

恒
久
化
を
求
め
る
署
名
」
が
、
現

時
点
で
22
医
療
機
関
・
２
０
０
筆

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
総
務
委
員
会　

呉
羽
晰
（
ご　

う
せ
き
）
氏　

25
歳
の
事
務
局
員

採
用
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
１
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

感 想 文

苦
難
乗
り
越
え
た
経
験
に

大
い
に
刺
激
う
け
た

特
別
障
が
い
者
手
当

具
体
的
に
解
説

神
戸
支
部　

会
員
懇
談
会

神
戸
支
部　

会
員
懇
談
会

地
域
医
療
研
究
会

地
域
医
療
研
究
会

　

３
月
11
日
が
近

づ
い
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
・
福

島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
か
ら
今

年
で
12
年
に
な
る
が
、
帰
還
困

難
区
域
は
な
く
な
ら
ず
、
い
ま

な
お
多
く
の
被
災
者
が
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
事
故

は
い
ま
だ
に
収
束
し
て
い
な

い
。
原
因
究
明
も
う
や
む
や
に

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
田
政

権
は
昨
年
12
月
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
口
実
に
地
球

温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
な
ど
を
理
由
と
し

て
、
積
極
的
に
原
発
を
活
用
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
と
方
針

を
大
転
換
し
、
原
則
40
年
、
最

大
60
年
と
し
て
い
た
運
転
期
間

か
ら
運
転
停
止
期
間
を
無
謀
に

も
劣
化
対
象
外
で
あ
る
と
し
て

除
外
す
る
こ
と
や
次
世
代
原
発

の
建
設
な
ど
を
盛
り
こ
ん
だ
方

針
を
２
月
10
日
に
閣
議
決
定
し

た
。
今
国
会
で
は
原
発
の
活
用

を
「
国
の
責
務
」
と
明
記
し
た

法
案
提
出
も
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
月
13
日
に
は
原

子
力
規
制
委
員
会
が
、
60
年
超

の
運
転
に
関
す
る
安
全
規
制
に

つ
い
て
の
新
た
な
制
度
案
と
原

子
炉
等
規
制
法
改
正
の
条
文
案

を
多
数
決
で
了
承
し
た
。
多
数

決
と
な
る
の
は
異
例
で
、
反
対

し
た
委
員
は
、
地
震
、
火
山
の

リ
ス
ク
を
審
査
す
る
立
場
に
あ

り
、
電
力
会
社
の
問
題
で
審
査

が
長
引
い
て
も
そ
の
分
運
転
期

間
を
延
ば
せ
る
の
は
お
か
し
い

と
し
て
「
審
査
を
す
る
人
間
と

し
て
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
批

判
し
、
ま
た
、
賛
成
し
た
委
員

の
中
か
ら
も
「
我
々
は
外
の
ペ

ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
議
論

す
べ
き
だ
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
規

制
委
員
会
の
独
立
性
が
侵
さ
れ

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

事
故
の
反
省
を
忘
れ
、
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
危
険
に
さ

ら
す
政
府
の
原
発
活
用
方
針
は

断
じ
て
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
。

　

安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

は
安
全
性
を
無
視
し
て
は
あ
り

え
な
い
。
原
発
は
一
度
事
故
を

起
こ
せ
ば
未
曽
有
の
汚
染
を
引

き
起
こ
す
危
険
極
ま
り
な
い
発

電
所
で
あ
る
こ
と
は
、
福
島
第

一
原
発
事
故
が
示
し
て
お
り
、

紛
争
時
の
危
険
性
が
新
た
に
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
で
示

さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

　

温
暖
化
対
策
と
い
う
が
、
原

発
は
地
球
温
暖
化
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
環
境
汚
染
と
破
壊
を

も
た
ら
す
放
射
性
廃
棄
物
を
産

出
し
つ
づ
け
る
、
未
来
へ
の
多

大
な
負
の
遺
産
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
政
府
が
積
極
的
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

や
省
エ
ネ
・
節
エ
ネ
、
産
業
構

造
、
物
流
の
改
革
に
努
め
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
温
廃

熱
、
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
、

地
熱
・
地
中
熱
、
風
力
発
電
、

小
水
力
発
電
な
ど
の
利
用
、
直

流
送
配
電
網
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
の
導
入
な
ど
、
大
規
模
発

電
か
ら
小
規
模
分
散
型
の
、
地

産
地
消
、
地
元
企
業
・
住
民
参

加
に
よ
る
地
域
創
生
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
出
に
取
り
組
め
ば
、

原
子
力
抜
き
の
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
グ
ル
ー
プ
が
指
摘

し
て
い
る
。
資
源
の
乏
し
い
日

本
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
へ
の
道
で
も
あ
る
。

　

原
子
力
の
維
持
、
開
発
に
投

資
し
て
い
る
莫
大
な
資
金
を
投

入
す
れ
ば
、
も
っ
と
開
発
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
存
在
し
、

脱
炭
素
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
も

実
現
で
き
る
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

原
発
推
進
で
は
な
く
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
軸
に
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
で

あ
る
。

「
原
発
活
用
」
へ
の
方
針
転
換

福
島
第
一
原
発
事
故
の

反
省
忘
れ
た
か

　

神
戸
支
部
は
１
月
28
日
、
会
員
懇
談
会
と
し
て
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
問

題
解
決
座
談
会
」
を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
中
央
区
・
武
富
整
形
外

科
院
長
の
武
富
雅
則
先
生
が
講
師
を
務
め
、
12
人
が
参
加
し
た
。
参

加
し
た
岩
本
善
嵩
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

先
日
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
問
題
解
決

座
談
会
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
武
富

先
生
の
講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
武
富
先
生
と
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
長
ら
く
お

会
い
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ま
す
ま
す
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
溢
れ
て
終
始
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
武
富
先
生
は
ご

自
身
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
運
営
で

経
験
さ
れ
た
様

々
な
労
務
管
理

の
苦
難
を
通
じ

て
学
ば
れ
た
教

え
を
惜
し
み
な

く
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
学
び
は
、

人
手
不
足
の
中
で
焦
っ
て
妥
協
し

て
雇
用
す
る
と
結
果
的
に
さ
ら
な

る
悪
循
環
に
陥
る
と
い
う
言
葉
で

し
た
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
常

に
余
裕
を
持
っ
た
人
材
登
用
を
心

が
け
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

労
務
管
理
面
で
の
学
び
を
ど
こ

で
得
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
医
療
関
係
だ
け
で
は
幅
が

狭
く
、
大
企
業
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー

だ
と
規
模
の
違
い
で
実
際
の
役
に

立
た
な
い
と
の
こ
と
で
、
居
酒
屋

や
美
容
室
な
ど
の
異
業
種
の
小
規

模
の
セ
ミ
ナ
ー
が
最
も
役
立
つ
と

教
え
て
い
た
だ
き
目
か
ら
鱗
が
落

ち
る
思
い
で
し
た
。

　

武
富
先
生
が
苦
難
を
乗
り
越
え

て
前
を
向
い
て
歩
ん
で
お
ら
れ
る

姿
に
、
私
だ
け
で
な
く
参
加
者
全

員
が
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
た
よ

う
で
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
と

て
も
活
発
で
し
た
。

　

私
自
身
は
良
好
な
職
場
環
境
の

構
築
に
関
し
て
充
分
な
勉
強
も
で

き
て
お
ら
ず
、
思
考
停
止
に
陥
っ

て
お
り
、
改
め
て
自
身
を
省
み
る

あ
り
が
た
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

武
富
先
生
ご
自
身
も
ま
だ
ま
だ

色
々
な
可
能
性
を
見
据
え
て
試
行

錯
誤
を
さ
れ
て
い
る
最
中
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
数
年
後
に
ま
た
第

２
回
の
座
談
会
が
あ
れ
ば
是
非
と

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

【
中
央
区　

岩
本　

善
嵩
】

武富先生がクリニック運営の
アドバイスなどを話した　　

「該当の患者さんに積極的
に医師診断書を」と呼び
かける阿江先生　　　　

ア
ン
ケ
ー
ト
付
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

アンケート付きリーフレットアンケート付きリーフレット
こども医療費無料化求める署名こども医療費無料化求める署名 ご協力をご協力を！！

は、回答者のなかから抽選でカタログギフトが当たります。リーフレッ
トが入ったポケットティッシュもご用意しています。
　「こども医療費無料化」を求める署名用紙とあわせて、ぜひご協力く
ださい。

　患者負担増の影響について聞く
「アンケート付きリーフレット」

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

求
め
る
署
名
用
紙　
　

　

神
戸
支
部
も
参
加
す
る
「
市
民

目
線
で
神
戸
市
政
を
考
え
る
懇
談

会
」
は
２
月
５
日
、
中
央
区
内
で

第
３
回
総
会
を
開
催
。
武
村
義
人

協
会
副
理
事
長
（
神
戸
支
部
副
支

部
長
）
を
代
表
委
員
と
し
て
選
出

し
た
。
総
会
で
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
被
災
者
の
生
活
よ
り

空
港
建
設
を
優
先
し
た
神
戸
市
政

を
た
だ
す
活
動
を
し
て
き
た
「
ス

ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」
の
会
が
、

空
港
の
運
営
権
売
却
を
き
っ
か
け

に
２
０
１
８
年
に
発
展
的
に
、

「
市
民
目
線
で
神
戸
市
政
を
考
え

る
懇
談
会
」
へ
と
活
動
を
継
承
し

て
き
た
と
経
過
が
報

告
さ
れ
た
。

　

神
戸
空
港
国
際
化

の
た
め
の
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
建
設
な
ど
へ
の

市
税
投
入
が
打
ち
出

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
森
本
真
・
神
戸

市
会
議
員
（
共
産
）

が
解
説
。
１
９
９
８

年
に
神
戸
空
港
建
設
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
を
求
め
30
万
人
超
の

署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、

神
戸
市
会
は
、
空
港
建
設
に
市
税

を
一
切
投
入
し
な
い
と
す
る
決
議

を
し
て
い
た
が
、
昨
年
の
12
月
議

会
で
「
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
積
極
的

に
活
用
」
す
る
と
の
内
容
の
決
議

が
、
自
民
・
公
明
・
維
新
・
立
憲

民
主
な
ど
に
よ
り
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
。
森
本
議
員
は
「
こ
れ

ま
で
も
神
戸
市
は
神
戸
空
港
に
つ

い
て
実
態
と
は
乖
離
し
た
バ
ラ
色

の
未
来
を
描
い
て
き
た
。
今
回
、

空
港
整
備
に
か
か
る
費
用
は
総
額

６
０
０
億
円
と
言
わ
れ
、
市
民
と

の
約
束
を
反
故
に
し
て
莫
大
な
市

税
を
投
入
す
る
の
は
問
題
」
と

し
、
市
民
が
声
を
上
げ
て
い
く
重

要
性
を
訴
え
た
。

　

武
村
先
生
が
閉
会
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、「
空
港
へ
の
６
０
０
億
円

を
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
施

策
に
使
わ
せ
る
よ
う
運
動
を
広
げ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

市民生活のために税金を使う
べきと訴える武村先生　　　

市民目線で神戸市政を考える懇談会・総会

空港への600億円を
市民生活の充実に

　

地
域
医
療
部
は
12
月
３
日
、
特

別
障
が
い
者
手
当
「
医
師
診
断

書
」
学
習
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
。
神
戸
女
子
大
学
客
員
講

師
の
阿
江
善
春
先
生
が
講
師
、
地

域
医
療
部
長
の
綿
谷
茂
樹
先
生
が

座
長
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
含
め

医
師
ら
37
人
が
参

加
し
た
。

　

阿
江
先
生
は
、

ま
ず
障
害
福
祉
制

度
の
全
体
像
と
特

別
障
が
い
者
手
当

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
。

「
特
別
障
が
い
者
手
当
は
、
在
宅

の
20
歳
以
上
の
方
で
、
障
が
い
の

程
度
が
一
定
以
上
あ
れ
ば
申
請
で

き
、
認
定
さ
れ
れ
ば
月
額
２
万
７

３
５
０
円
が
支
給
さ
れ
る
。
該
当

の
患
者
さ
ん
が
い
れ
ば
積
極
的
に

医
師
診
断
書
を
書
い
て
あ
げ
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
れ
に
引
き
続
き
、
綿
谷
先
生

は
肢
体
不
自
由
者
用
の
医
師
診
断

書
の
記
載
例
を
参
照
し
な
が
ら
、

実
際
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
。
関
節
可
動
域
欄

の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
や
日
常
生
活

動
作
欄
の
ス
コ
ア
内
容
な
ど
、
記

載
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
を
丁
寧

に
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
手
当
を
受
給

す
る
対
象
者
の
こ
と
や
ス
コ
ア
リ

ン
グ
の
こ
と
な
ど
具
体
的
な
お
話

が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
早
速
現
場
で
活
用
し
た
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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会員インタビュー　「ロシアのウクライナ侵略は中止を」

ウクライナの人々を音楽で支援ウクライナの人々を音楽で支援
　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
２
月
24
日
で
１
年
と
な
っ

た
。
丹
波
市
の
眞
田
幸
昭
先
生
（
丹
波
ア
レ
ル
ギ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

は
、
こ
の
侵
攻
に
よ
り
被
害
に
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
へ
の
支

援
を
音
楽
を
通
じ
て
行
お
う
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
口
分
田
真
副
理
事
長
が
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
聞
い
た
。

こ
ど
も
病
院
爆
撃
で

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず

　

口
分
田　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

一
方
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

開
始
か
ら
１
年
が
経
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
戦
争
は
終
わ
る
展
望

が
見
え
て
お
ら
ず
、
暗
澹
た
る
気

分
で
す
。
医
師
と
し
て
何
が
で
き

る
か
と
考
え
る
日
々
で
す
が
、
先

生
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
音

楽
で
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

眞
田　

は
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

こ
ど
も
病
院
が
爆
撃
を
受
け
て
い

る
映
像
を
見
て
、
小
児
科
医
と
し

て
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
感
じ

た
の
で
す
。
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
知
り
合
い
に
声
を
か

け
、
４
名
の
音
楽
家
と
一
つ
の
ア

マ
チ
ュ
ア
音
楽
集
団
の
ご
協
力
を

得
て
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を

音
楽
で
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
昨
年
３
月
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

口
分
田　

具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？

　

眞
田　

大
き
く
二
つ
あ
り
、
一

つ
目
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の

音
楽
配
信
で
す
。
多
川
響
子
さ
ん

に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
「
悲
愴
」
第
２
楽
章
な

ど
、
音
楽
家
の
演
奏
を
無
料
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で

き
て
い
い
で
す
ね
。
登
録
な
ど
も

先
生
が
行
わ
れ
た
の
で
す
か
？

　

眞
田　

は
い
、
本
を
購
入
す
る

な
ど
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
実
は

２
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時

に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が

ひ
ど
い
時
期
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

ば
か
り
目
を
向
け
る
の
で
は
な

く
、
命
や
生
活
を
考
え
て
ほ
し
い

と
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
に
か

け
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
に

バ
ッ
ハ
を
聴
こ
う
」
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
は
業
者
の
方
に
お
願
い
し

た
の
で
す
が
、
今
回
は
自
分
で
や

ろ
う
と
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
支
援
コ
ン

サ
ー
ト
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
、

丹
波
市
の
「
た
ん
ば
黎
明
館
」
で

昨
年
12
月
に
古
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
原
謡
子
さ

ん
、
古
楽
器
「
テ
オ
ル
ボ
」
奏
者

で
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
笠
原
雅
仁
さ

ん
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の
杉
本
周

介
さ
ん
に
、
ジ
ュ
リ
オ
・
カ
ッ
チ

ー
ニ
な
ど
、
17
世
紀
前
半
の
音
楽

を
演
奏
い
た
だ
き
、
入
場
料
お
よ

び
ご
厚
志
は
ユ
ニ
セ
フ
に
全
額
寄

付
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
者
は
20
人

程
度
と
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
感
謝
の
お
手
紙
を
い
た
だ
く

な
ど
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
音
楽
を
聴
い
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
苦
し
む
人
々
の
こ
と
を
考

え
、
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

出
演
者
の
方
々
は
ど

う
や
っ
て
探
さ
れ
た
の
で
す
か
。

し
て
い
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
会

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
た
長
野

県
立
こ
ど
も
病
院
の
先
生
が
院
内

で
ち
る
く
ま
音
楽
隊
と
い
う
の
を

作
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

口
分
田　

人
の
つ
な
が
り
は
大

事
で
す
ね
。

　

眞
田　

え
え
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

時
代
に
は
特
に
感
じ
ま
す
。

政
治
と
音
楽
の
関
係

考
え
る
き
っ
か
け
に

　

口
分
田　

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
音

楽
で
支
援
を
と
考
え
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

眞
田　

ま
ず
、
中
学
生
の
頃
か

ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く
の
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
、
政
治
と
音
楽

と
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
私
の
人
生
の
命
題
の
一
つ
で

す
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
爆
撃
を
開
始
し
た
直
後
の

２
月
27
日
、
世
界
最
高
峰
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ

ル
が
、
プ
ー
チ
ン
に
近
い
と
さ
れ

る
指
揮
者
ゲ
ル
ギ
エ
フ
を
降
板
さ

せ
ま
し
た
。
音
楽
史
に
残
る
決
定

だ
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ル
ギ
エ
フ
は

以
前
か
ら
プ
ー
チ
ン
の
ク
リ
ミ
ア

侵
略
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
た

人
物
で
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、

旧
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
シ

ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
へ
の
迫
害
な

ど
の
歴
史
的
事
実
か
ら
政
治
と
音

楽
は
切
り
離
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
政
治
的
な
理
由
で
音
楽
性
を

否
定
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
侵
略
を
支

持
す
る
よ
う
な
人
物
な
ら
ど
う
な

の
か
、
難
し
い
問
題
で
す
。
一

方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
が
教
科
書

か
ら
「
戦
争
と
平
和
」
を
は
じ
め

と
す
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
を
す

べ
て
削
除
し
た
よ
う
に
、
国
籍
な

す
。
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
プ

ー
チ
ン
政
権
の
暴
挙
を
前
に
本
当

に
微
力
で
、
自
己
満
足
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
発
信
し
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

実
は
私
も
、
昨
年
３

月
か
ら
毎
朝
、
診
療
が
始
ま
る
前

の
時
間
に
、
診
療
所
の
前
で
「
Ｎ

Ｏ　

Ｗ
Ａ
Ｒ
」
を
掲
げ
る
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
幹

線
道
路
沿
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
方
が
通
る
の
で
、
年

末
に
も
原
付
に
乗
っ
た
人
が
親
指

を
上
げ
て
激
励
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
戦
争
を
中
止
さ
せ
る
た

め
、
微
力
で
も
つ
な
が
り
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
他

国
の
領
土
に
土
足
で
踏
み
込
み
、

殺
戮
と
破
壊
を
行
う
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
を
理
由
に
軍

事
的
緊
張
を
高
め
る
こ
と
も
決
し

て
許
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

眞
田　

す
ば
ら
し
い
行
動
で
尊

敬
し
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
挑
発
を
理

由
に
、
防
衛
費
の
大
幅
増
強
や
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
、
原
発
活
用

な
ど
を
一
気
に
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
貧
困
や
格
差
、
生
活
保

護
家
庭
の
教
育
権
、
一
生
、
住
宅

ロ
ー
ン
に
追
わ
れ
る
国
民
生
活
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
問
題
な
ど
、
国

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

改
革
す
べ
き
根
本
課
題
が
山
積
み

な
の
に
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
放
置

さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
復
興
予
算
や

留
保
金
等
を
防
衛
費
に
横
流
し
す

る
の
は
論
外
で
す
。

　

私
は
学
生
の
頃
、
公
害
運
動
な

ど
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
故
・

野
村
和
夫
先
生
（
尼
崎
市
・
野
村

医
院
、
元
協
会
副
理
事
長
）
の
医

院
へ
カ
ン
パ
で
お
伺
い
し
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

保
険
医
協
会
に
は
、「
日
本
国

憲
法
」
を
軸
に
、
侵
略
を
一
日
も

早
く
中
止
さ
せ
、
平
和
を
実
現
さ

せ
る
よ
う
世
論
を
リ
ー
ド
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　

口
分
田　

保
団
連
は
開
業
医
宣

言
の
「
10
・
平
和
の
希
求
」
で
、

「
人
命
を
守
る
医
師
は
い
か
な
る

戦
争
を
も
容
認
で
き
な
い
。
私
た

ち
は
歴
史
の
教
訓
に
学
び
、
憲
法

の
理
念
を
体
し
て
平
和
を
脅
か
す

動
き
に
反
対
す
る
」
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。
今
、
こ
の
内
容
を
実
践

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

眞
田　

ま
さ
に
そ
の
通
り
と
思

い
ま
す
。

　

口
分
田　

共
に
が
ん
ば
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
の
出
自
に
よ
り
排
除
す
る
の
は

誤
り
と
感
じ
ま
す
。

　

口
分
田　

悩
ま
し
い
問
題
で
す

ね
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
ロ
シ
ア
の

選
手
は
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
な
ど
の
多
く
の
国
際
大
会
に

出
場
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
差
別
に
対
し
て
抗

議
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
処

分
を
受
け
た
選
手
も
い
ま
し
た
。

本
来
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治

は
別
で
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
切
り
離
せ
な
い
側
面
が
あ
り

ま
す
。

　

眞
田　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に
、
当
時
・

外
山
雄
三
さ
ん
と
い
う
指
揮
者
の

方
が
作
曲
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
な
か
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
歌
を
取
り
入
れ
た
た
め

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
大
御
所
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ

に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
観
点
か
ら
、

国
家
権
力
が
マ
エ
ス
ト
ロ
を
引
き

ず
り
お
ろ
し
た
事
件
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

音
楽
は
そ
れ
だ
け
力

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。

　

眞
田　

か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦

の
折
亡
命
し
た
故
パ
ブ
ロ
・
カ
ザ

ル
ス
（
チ
ェ
ロ
奏
者
、
指
揮
者
、

作
曲
家
）
は
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
に
「
音
楽
は
世
界
を
救
う
」
と

い
う
感
動
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
ま
し
た
。

　

口
分
田　

本
当
に
そ
の
通
り
で

す
ね
。

微
力
で
も

つ
な
が
り
広
げ
て

　

口
分
田　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今

後
の
ご
予
定
は
い
か
が
で
す
か
。

　

眞
田　

こ
れ
以
上
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
か
な
く
て
よ
い
よ
う
に
、
一

刻
も
早
く
こ
の
侵
略
戦
争
が
終
わ

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

　

眞
田　

も
と
も

と
私
は
長
野
県
で

開
業
し
て
お
り
、

診
療
の
合
間
に
い

ろ
い
ろ
な
コ
ン
サ

ー
ト
に
足
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
知
り
合

っ
た
方
々
が
主
で

す
ね
。
私
が
主
催

YouTube「ウクライナの人々を音楽で支援するプロジェクト」
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医科保険請求

〈在宅患者緊急時等カンファレンス料〉

Ｑ１　どのような場合に算定できる
のか。
Ａ１　訪問診療を実施している保険
医療機関の保険医が、在宅での療養
を行っている患者であって通院が困
難なものの状態の急変等に伴い、当
該保険医の求めまたは当該患者の在
宅療養を担う保険医療機関の保険医
の求めにより、下記の者と共同でカ
ンファレンスを行いまたはカンファ
レンスに参加し、それらの者と共同
で療養上必要な指導を行った場合
に、月２回に限り算定します。
・ 歯科訪問診療を実施している保険
医療機関の保険医である歯科医師
等（歯科衛生士を含む）

・ 訪問薬剤管理指導を実施している
保険薬局の保険薬剤師

・ 訪問看護ステーションの保健師、
助産師、看護師、理学療法士、作
業療法士もしくは言語聴覚士

・ 介護支援専門員または相談支援専
門員

Ｑ２　訪問診療を行っている医療機
関の医師と、当該医療機関から訪問
看護指示書を出した訪問看護ステー
ションの看護師の２者でカンファレ
ンスを行った場合でも算定できるの
か。
Ａ２　算定できます。
Ｑ３　特別の関係にある医療機関等
の関係職種のみでカンファレンスを
実施した場合でも算定できるのか。
Ａ３　算定できます。
Ｑ４　カンファレンスは対面のみ

か。
Ａ４　１者以上が患家に赴きカンフ
ァレンスを行う場合には、その他の
関係者はビデオ通話が可能な機器を
用いて参加することができます。
Ｑ５　カンファレンスの場所は患家
以外でも認められるのか。
Ａ５　原則として患家で行うことと
なりますが、患者または家族が患家
以外の場所でのカンファレンスを希
望する場合はこの限りではありませ
ん。
Ｑ６　在宅患者訪問診療料等は併せ
て算定できるか。
Ａ６　カンファレンス料は、当該カ
ンファレンスで共有した当該患者の
診療情報を踏まえた療養上必要な指
導を行った日に算定しますが、初診
料、再診料、在宅患者訪問診療料
（Ⅰ）（Ⅱ）は併せて算定できませ
ん。
　ただし、当該指導とは別に継続的
に実施している訪問診療を当該指導
を行った日と同一日に行う場合に
は、在宅患者訪問診療料（Ⅰ）（Ⅱ）
を併せて算定することは可能です。
Ｑ７　カルテ記載が必要な事項は。
Ａ７　在宅での療養を行っている患
者の診療を担う保険医は、当該カン
ファレンスに参加した医療関係職種
等の氏名、カンファレンスの要点、
患者に行った指導の要点及びカンフ
ァレンスを行った日を診療録に記載
する必要があります。

2022年度会員意見実態調査結果⑤「診療報酬①」

改定 半数超が「不満」改定 半数超が「不満」
　

協
会
が
２
年
に
一
度
、
改
定
の
年
に
実
施
し
て
い
る
２
０
２
２
年

度
会
員
意
見
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
連
載
。

第
５
回
は
２
０
２
２
年
度
改
定
の
評
価
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
５
回
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
前
回
改
定
よ
り
本
体
の
プ

ラ
ス
幅
が
少
な
い
２
０
２
２
年
４

月
の
診
療
報
酬
改
定
。
会
員
の
評

価
は
、「
不
満
」
が
41
・
２
％

（
医
科
44
・
０
％
、
歯
科
35
・
３

％
）、「
お
お
い
に
不
満
」
が
12
・

６
％
（
同
11
・
２
％
、
15
・
６

％
）
と
、
医
科
・
歯
科
と
も
半
数

以
上
が
不
満
を
感
じ
て
い
る
結
果

と
な
っ
た
。「
満
足
」
は
３
・
２

％
（
医
科
０
・
８
％
、
歯
科
８
・

２
％
）、「
お
お
い
に
満
足
」
は
０

・
５
％
（
医
科
０
・
０
％
、
歯
科

１
・
６
％
）
と
わ
ず
か
だ
っ
た
。

「
満
足
で
も
不
満
で
も
な
い
」
は

38
・
９
％
（
医
科
40
・
９
％
、
歯

科
34
・
４
％
）
だ
っ
た
（
図
１
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
初
診

「
評
価
」は
１
割
の
み

　

22
年
度
改
定
で
通
常
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
い
て
も
初
診
か
ら

可
能
と
す
る
な
ど
緩
和
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
評
価
で
き
る
」

は
13
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、「
評

価
で
き
な
い
」
が
38
・
６
％
と
な

っ
た
（
図
２
）。
一
方
、
最
多
は

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
44
・

８
％
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
に
と
も
な
い
、
電
話
・
情
報
通

信
機
器
を
用
い
た
診
察
に
よ
る
処

方
や
医
学
管
理
等
が
臨
時
的
に
可

能
と
さ
れ
て
い
る
影
響
な
ど
が
う

か
が
え
る
。

　

外
来
診
療
時
の
感
染
防
止
対
策

の
評
価
と
し
て
新
設
さ
れ
、「
新

興
感
染
症
の
発
生
時
等
に
、
都
道

府
県
等
の
要
請
を
受
け
て
発
熱
患

者
の
外
来
診
療
等
を
実
施
す
る
体

制
を
有
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
開
し

て
い
る
」
な
ど
厳
し
い
要
件
が
設

け
ら
れ
て
い
る
「
外
来
感
染
対
策

向
上
加
算
」
に
つ
い
て
は
、「
評

価
で
き
な
い
」
が
29
・
０
％
で

「
評
価
で
き
る
」
の
21
・
６
％
を

上
回
っ
た
。
一
方
、「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」
が
最
多
の
44
・
８

％
だ
っ
た
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
導
入

「
評
価
」は
２
％
未
満

　

医
師
の
診
察
を
省
略
し
、
１
枚

の
処
方
箋
を
反
復
し
て
利
用
で
き

る
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
」
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
評
価

で
き
な
い
」
が
72
・
２
％
と
大
半

を
占
め
、「
評
価
で
き
る
」
は
１

・
９
％
と
わ
ず
か
だ
っ
た
（
図

３
）。
医
師
の
診
察
回
数
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
露
骨
な
制

度
に
、
開
業
医
の
反
発
も
強
い
。

不満
41.2%

満足でも
不満でもない
38.9%

無回答  3.2%
満足  3.2%

おおいに満足
0.5%

その他  0.5%

おおいに
不満
12.6%

評価できない
38.6%

どちらとも
いえない
44.8%

無回答  3.5%

評価できる
13.1%

評価できない
72.2%

無回答
4.3%

どちらとも
いえない
21.6%

評価できる
1.9%

図１　2022年度診療報酬改定に対する評価
（医科・歯科）　　　　　　

図２　オンライン診療の要件が緩和され
たことについて（医科）　

図３　リフィル処方箋の導入について
（医科）　　　　　　　

　

映
画
「
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子

供
た
ち
」
を
紹
介
し
ま
す
。
累

計
発
行
部
数
60
万
部
を
突
破
し

た
、
池
井
戸
潤
さ
ん
に
よ
る
同

名
小
説
の
映
画
化
作
品
で
す
。

池
井
戸
さ
ん
が
「
僕
の
小
説
の

書
き
方
を
決
定
づ
け
た
記
念
碑

的
な
一
冊
」
と
位
置
づ
け
、

「
原
点
に
し
て
最
高
峰
と
も
言

え
る
原
作
品
が
、
満
を
持
し
て

初
映
画
化
」
と
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

映
画
は
、
小
説
と
展
開
が
全

然
違
う
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
池
井
戸
さ
ん
が
太
鼓
判
を

押
し
た
脚
本
と
い
う
こ
と
で

す
。

さ
ん
、
玉
森
裕
太
さ
ん
ら
日
本

を
代
表
す
る
豪
華
俳
優
陣
が
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　

東
京
第
一
銀
行
の
小
さ
な
支

店
で
突
如
起
き
た
現
金
紛
失
事

件
。
お
客
様
係
の
西
木
（
阿
部

サ
ダ
ヲ
さ
ん
）
は
、
同
じ
支
店

の
愛
理
（
上
戸
彩
さ
ん
）
と
田

端
（
玉
森
裕
太
さ
ん
）
と
と
も

に
、
事
件
の
真
相
を
探
り
ま

す
。
ぱ
っ
と
見
た
感
じ
で
は
平

和
に
見
え
る
支
店
で
す
が
、
実

は
変
わ
り
者
、
く
せ
者
の
銀
行

員
が
勢
ぞ
ろ
い
で
す
。

　

出
世
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
け

れ
ど
も
出
世
コ
ー
ス
か
ら
外
れ

た
支
店
長
・
九
条
（
柳
葉
敏
郎

さ
ん
）、
パ
ワ
ハ
ラ
上
司
の
副

支
店
長
・
古
川
（
杉
本
哲
太
さ

ん
）、
現
在
支
店
の
エ
ー
ス
格

で
す
が
過
去
の
顧
客
に
脅
迫
さ

れ
て
い
る
滝
野
（
佐
藤
隆
太
さ

ん
）、
調
査
に
訪
れ
る
反
感
を

持
た
れ
る
本
部
検
査
部
・
黒
田

（
佐
々
木
蔵
之
介
さ
ん
）
ら
が

持
ち
味
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
真
相
に
た
ど
り
着
く

西
木
。
そ
れ
は
メ
ガ
バ
ン
ク

（
大
銀
行
）
に
は
び
こ
る
、
と

て
つ
も
な
い
不
祥
事
の
始
ま
り

に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
…
。

　

池
井
戸
さ
ん
流
儀
の
作
品

で
、
や
は
り
財
務
省
、
金
融

庁
、
官
僚
、
政
治
家
、
政
府
与

党
、
大
企
業
、
金
融
機
関
と
絡

む
利
権
構
造
、
国
民
無
視
の
現

実
社
会
・
格
差
社
会
を
描
き
、

注
目
で
す
。

　

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
急
展

開
に
も
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。
映

画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

　

２
０
１
８
年
に
大

ヒ
ッ
ト
し
た
映
画

「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」

（
主
演
、
長
瀬
智
也

さ
ん
）
の
本
木
克
英

監
督
は
じ
め
、
主
な

ス
タ
ッ
フ
が
再
集

結
。
主
演
の
阿
部
サ

ダ
ヲ
さ
ん
、
上
戸
彩

Ⓒ
２
０
２
３
映
画
「
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の

子
供
た
ち
」
製
作
委
員
会　
　
　
　
　

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761
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員員 稿稿
会 投

国
民
の
決
意

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

　

１
月
７
日
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
「
報
道
特

集
」
で
、
こ
の
間
の
安
全
保
障
政

策
の
転
換
に
つ
い
て
の
元
衆
議
院

議
長
で
あ
る
河
野
洋
平
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
膳
場
貴
子
キ
ャ
ス
タ
ー

は
、「
閣
議
決
定
さ
れ
た
安
保
関

連
３
文
書
に
あ
る
一
文
な
ん
で
す

け
ど
も
、『
国
家
と
し
て
の
力
の

発
揮
は
国
民
の
決
意
か
ら
始
ま

る
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
国
会

で
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ま

ま
、
つ
ま
り
私
た
ち
国
民
の
頭
越

し
に
閣
議
決
定
と
い
う
方
法
で
国

の
あ
り
方
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の

に
、
そ
こ
に
国
民
の
決
意
を
求
め

て
く
る
こ
と
、
み
な
さ
ん
ど
う
お

感
じ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

膳
場
キ
ャ
ス
タ
ー
の
背
後
の
モ

ニ
タ
ー
に
、
安
保
３
文
書
の
中
に

記
さ
れ
た
「
国
民
の
決
意
」
の
文

字
が
大
き
く
映
し
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は

《
膳
場
さ
ん
の
鋭
い
指
摘
、
が
ん

ば
っ
て
！
》《
膳
場
さ
ん
の
お
っ

し
ゃ
る
通
り
。
な
ん
で
も
閣
議
決

定
で
決
め
る
の
は
民
主
主
義
じ
ゃ

な
い
》《
誰
も
決
意
し
て
な
い
の

に
…
な
ん
で
も
閣
議
決
定
か
》
と

多
数
の
賛
同
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

「
国
民
の
決
意
」
は
、
国
民
の

代
表
で
あ
る
国
会
で
決
意
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
行
政
で
あ
る
内
閣

が
決
議
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
は
「
三
権
分
立
」
の
国

家
で
す
。

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
以
来
、
国

会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
閣
議
決
定
し

た
法
案
し
か
成
立
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
例
え
ば
「
文

書
交
通
費
に
領
収
書
を
添
付
し
な

い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
議
員
立

法
は
、
国
対
委
員
長
会
談
で
潰
さ

れ
て
し
ま
い
、
法
案
を
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
す
ら
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
今
は
、
ま
る

で
忘
れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う
で

す
。

　

安
倍
政
権
以
降
、
議
員
立
法
は

ほ
ぼ
全
て
成
立
し
て
お
ら
ず
、
安

倍
元
総
理
の
国
葬
も
閣
議
決
定

で
、
国
会
す
な
わ
ち
国
民
に
は
事

後
承
諾
で
し
た
。
主
権
者
は
僕
た

ち
国
民
で
あ
り
、
内
閣
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

国
の
あ
り
方
や
国
民
の
行
動
や

決
意
を
、
頭
越
し
に
行
政
で
あ
る

内
閣
が
決
め
て
し
ま
う
こ
と
を

「
専
制
主
義
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
「
国
民
の
決

意
」
に
し
て
も
、「
国
葬
」
に
し

て
も
、
国
民
が
み
ん
な
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
る
と
か
、
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
る
と
内
閣
が
考
え

て
、
国
民
に
同
じ
方
向
へ
の
決
意

を
求
め
る
こ
と
を
、「
全
体
主

義
」
と
言
い
ま
す
。「
全
体
主

義
」
は
英
語
で
は
「fascism

」
と

言
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ナ
チ
ス

が
し
た
こ
と
で
す
。

　

日
本
は
い
つ
か
ら
「
専
制
主

義
」
で
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
国
家

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う

か
？

検
証
を　

今
こ
そ
な
し
ま
せ

総
メ
デ
ィ
ア

僕
達
が　

主
人
公
な
り　

日
本
国

日
本
の　

責
任
と
る
は　

僕
達
だ

責
任
は　

審
判
下
す　

選
挙
に
て

政
府
か
ら　

自
由
を
護
る　

憲
法
が

日
本
の　

未
来
を
造
る　

民
の
任

員員 稿稿
会 投

開
業
医
一
揆
宣
言 

そ
の
２

宝
塚
市
・
歯
科　
　

高
島　

俊
永

　

保
険
医
協
会
懇
親
会
に
て
（
２

月
５
日
号
の
つ
づ
き
）

　

Ａ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
が
心
配

や
」

　

Ｂ
「
そ
ん
な
に
漏
れ
る
？
」

　

Ａ
「
個
人
情
報
漏
洩
事
件
・
事

故
関
連
記
事
で
検
索
し
た
ら
、
い

っ
ぱ
い
で
て
く
る
！　

ひ
と
月
に

全
国
で
50
件
以
上
あ
る
。
一
年
間

で
５
０
０
件
は
固
い
な
あ
。
５
年

間
で
３
万
５
千
人
分
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
情
報
が
紛
失
、
漏
洩
し
た
と

い
う
話
や
で
。
ア
メ
リ
カ
や
韓
国

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
情
報
漏
れ
ま

く
っ
て
見
直
し
さ
れ
て
い
る
」

　

Ｂ
「
日
本
で
は
外
国
と
比
べ

て
、
わ
ざ
と
漏
洩
し
て
も
軽
い
処

罰
し
か
な
い
か
ら
、
も
っ
と
情
報

流
出
す
る
と
思
う
な
」

　

Ａ
「
僕
の
診
療
所
で
も
、
内
容

は
言
え
な
い
け
ど
、
カ
ル
テ
の
個

人
情
報
を
抜
い
た
職
員
が
い
た
。

試
用
期
間
中
の
職
員
だ
っ
た
け

ど
、
管
理
者
の
僕
の
責
任
に
な
っ

て
、
患
者
宅
に
行
っ
て
あ
や
ま
り

倒
し
て
許
し
て
も
ら
っ
た
」

　

Ｂ
「
え
ー
！　

そ
れ
は
大
変
や

っ
た
な
あ
」

　

Ａ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
健
康
保

険
証
の
代
わ
り
に
な
っ
た
ら
、
病

気
に
関
す
る
情
報
が
間
違
い
な
く

流
出
す
る
よ
」

　

Ｂ
「
家
族
に
も
言
え
な
い
病
気

に
な
り
投
薬
さ
れ
、
他
の
医
療
機

関
で
薬
剤
情
報
閲
覧
の
同
意
を
求

め
ら
れ
た
と
き
困
る
こ
と
に
な

る
。
僕
も
も
し
同
意
し
て
い
な
い

患
者
が
来
院
し
た
ら
『
何
で
？
』

と
悩
む
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分

が
そ
う
い
う
病
気
に
な
っ
た
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
提
示
せ

ず
、
自
費
で
受
診
す
る
か
も
ね
」

　

Ａ
「
異
次
元
の
医
療
費
抑
制
政

策
や
な
」

　

Ｂ
「
と
こ
ろ
で
、
少
子
化
対
策

の
た
め
社
会
保
険
料
ア
ッ
プ
す
る

と
か
防
衛
費
の
た
め
に
増
税
す
る

と
か
ひ
ど
過
ぎ
る
と
思
え
へ
ん
？
」

　

Ａ
「
国
民
負
担
率
が
50
％
く
ら

い
で
、
潜
在
的
国
民
負
担
率
は
60

％
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
に
」

　

Ｂ
「
江
戸
時
代
の
年
貢
の
五
公

五
民
よ
り
ひ
ど
い
搾
取
な
の
に
正

々
堂
々
と
宣
言
し
と
る
」

　

Ａ
「
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
。

こ
れ
か
ら
２
０
２
５
年
大
阪
万

博
、
２
０
２
６
年
愛
知
名
古
屋
ア

ジ
ア
大
会
、
２
０
３
０
年
札
幌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
め
っ
ち
ゃ
費
用
が

か
か
る
よ
。
当
初
計
画
か
ら
ど
ん

ど
ん
見
積
も
り
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
フ
レ
に
も
な
っ
て
る
し

３
倍
増
は
確
実
や
。
そ
れ
全
部
税

金
で
穴
埋
め
や
で
。
異
次
元
の
無

駄
遣
い
や
な
」

　

Ｂ
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
５

倍
の
３
兆
円
以
上
の
費
用
に
な
っ

た
の
に
、
学
習
能
力
全
く
な
し
や

ね
」

　

Ａ
「
こ
れ
か
ら
社
会
保
険
料
、

消
費
税
、
退
職
金
の
控
除
、
雇
用

保
険
、
国
民
年
金
ま
で
改
悪
に
な

る
。
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
で
イ
ッ

キ
し
か
な
い
」

　

Ｂ
「
そ
う
や
。
イ
ッ
キ
や
！　

懇
親
会
の
締
め
く
く
り
は
、
み
ん

な
で
一
緒
に
イ
ッ
キ
飲
み
し
よ
う
」

　

Ａ
「
や
っ
ぱ
り
、
勘
違
い
し
て

る
。
こ
れ
も
異
次
元
や
！
」

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

防
衛
費
増
大
に
つ
い
て
の
議
論

―
別
の
視
点
で
考
え
て
み
る
と
―

百
人
一
首
の
秘
密

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

西
区
・
歯
科　
　

柏
木　

一
英

　

政
府
は
防
衛
費
を
今
後
５
年
で

増
大
さ
せ
る
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
の
財
源
を
ど
こ
か
ら
補
う
か
と

い
う
議
論
が
あ
る
な
か
、
防
衛
費

を
削
減
し
そ
の
一
部
を
福
祉
に
と

の
意
見
も
あ
る
。

　

議
論
の
前
提
と
し
て
、
議
論
へ

の
参
加
者
は
最
終
目
標
を
共
有
す

る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

こ
の
場
合
の
最
終
目
標
は
、「
日

本
の
安
全
の
確
保
と
日
本
国
民
を

守
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
中
国
の
国
益
の
た
め
に
」
と
い

う
目
標
で
は
な
い
。
最
終
目
標
が

異
な
れ
ば
、
議
論
は
嚙
み
合
わ
ず

無
意
味
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
各
人
が
意
見
を
述
べ

る
た
め
に
は
、
そ
の
意
見
の
根
拠

は
何
な
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
目
標
が
同
じ
で
あ

り
議
論
す
る
題
材
に
関
す
る
情
報

が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
れ
ば
、
人
に
よ

っ
て
基
本
方
針
は
大
き
く
異
な
ら

な
い
と
思
う
。
方
針
が
大
き
く
異

な
る
原
因
は
、
各
人
の
持
っ
て
い

る
情
報
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

防
衛
費
に
つ
い
て
議
論
す
る
た

め
の
必
要
な
情
報
と
は
、
２
０
２

３
年
に
お
け
る
日
本
に
対
す
る
周

辺
国
か
ら
の
脅
威
に
つ
い
て
で
あ

る
。
極
端
な
話
で
あ
る
が
、「
中

国
は
古
来
か
ら
の
日
本
の
友
人
で

あ
り
、
日
本
を
侵
略
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
」
と
い
う
情
報
が
正

し
い
の
で
あ
れ
ば
、
軍
事
力
増
大

は
不
要
で
あ
り
そ
の
予
算
を
福
祉

に
と
い
う
考
え
方
に
は
納
得
で
き

る
。

　

一
方
で
、
尖
閣
諸
島
や
沖
縄
に

い
ま
す
ぐ
に
で
も
中
国
か
ら
攻
め

入
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う

情
報
を
正
し
い
と
判
断
す
れ
ば
、

軍
事
力
を
増
強
さ
せ
て
攻
め
入
ら

せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
考
え
方
は

十
分
に
理
解
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん

外
交
交
渉
で
解
決
す
る
の
が
望
ま

し
い
が
、
そ
れ
を
支
え
る
軍
事
力

強
化
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

「
防
衛
費
増
大
に
つ
い
て
の
議

論
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
改
め
、

「
日
本
に
対
す
る
周
辺
国
か
ら
の

脅
威
」
と
し
て
各
人
が
持
つ
情
報

の
正
当
性
を
議
論
し
た
ほ
う
が
よ

り
本
質
的
で
あ
る
。
お
互
い
の
情

報
の
相
違
が
わ
か
っ
て
初
め
て
意

見
の
相
違
が
認
識
で
き
る
。

　

１
９
８
６
年
に
保
険
医
協
会
の

学
習
会
で
、
大
阪
市
立
大
学
名
誉

教
授
で
経
済
学
者
の
林
直
道
さ
ん

に
、
自
著
で
あ
る
『
経
済
学
入

門
』
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
お
話
の
中
で
経
済
学
の
基
礎

用
語
か
ら
、
帝
国
主
義
、
国
際
金

融
資
本
家
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る

植
民
地
支
配
や
、
従
属
国
の
実
態

等
々
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
。
ま
た
岡
倉
古
志
郎
さ
ん
の

ご
著
書
『
財
閥
』
に
は
「
か
く
て

戦
争
は
、
ま
た
つ
く
ら
れ
る
か
」

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
副
題
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
古
典
的
名
著

で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
。
現
在
の

国
際
金
融
資
本
家
は
米
中
の
対
立

が
さ
ら
に
激
化
す
れ
ば
、
日
本
に

代
理
戦
争
を
す
る
よ
う
に
仕
向
け

て
く
る
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
使
っ
て
で
も
。
そ
の
時
日
本
が

平
和
憲
法
を
順
守
し
て
、
口
実
を

与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
る
。（
参
照
・
月

刊
保
団
連
２
０
２
２
年
12
月
号
）

　

話
題
は
変
わ
る
が
林
直
道
さ
ん

は
『
百
人
一
首
の
秘
密
』
と
い
う

著
書
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
百
人

一
首
は
藤
原
定
家
が
１
２
３
５
年

に
古
来
の
歌
人
百
人
か
ら
一
人
一

首
ず
つ
選
ん
だ
和
歌
集
だ
が
、
そ

の
中
に
は
定
家
が
選
ん
だ
歌
と
は

思
わ
れ
な
い
凡
庸
な
歌
が
混
入
し

て
い
た
り
、
ほ
か
の
歌
と
は
調
和

の
取
れ
な
い
政
治
的
な
歌
が
入
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
謎
め

い
た
歌
集
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
林
先
生
は
百
人
一
首
と
は
何

か
特
別
な
秘
密
の
あ
る
歌
織
物
に

違
い
な
い
と
推
理
さ
れ
て
、「
１

０
０
首
の
歌
を
縦
10
首
、
横
10
首

の
方
形
に
並
べ
て
隣
に
来
る
全
て

の
歌
ど
う
し
で
上
下
左
右
の
全
部

が
相
互
に
共
通
の
言
葉
に
よ
っ
て

結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
」

と
い
う
仮
説
を
も
と
に
、
試
行
錯

誤
の
す
え
全
部
が
ぴ
た
り
と
合
う

構
造
物
を
発
見
さ
れ
た
。

　

あ
た
か
も
合
わ
せ
言
葉
を
タ
テ

糸
・
ヨ
コ
糸
に
て
１
０
０
首
の
歌

全
部
が
１
枚
に
織
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
先
生
は
こ

れ
を
「
驚
異
の
歌
織
物
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。
し
か
も
こ
の
歌
織
物

は
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
意
図
的

に
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の

特
定
の
場
所
、
歴
史
的
事
件
、
特

定
の
人
物
の
情
念
な
ど
が
織
り
込

ま
れ
て
い
た
の
だ
。
７
５
０
年
の

歴
史
の
流
れ
を
経
て
、
林
直
道
さ

ん
が
定
家
の
「
百
人
一
首
の
秘

密
」
を
、
実
証
的
に
解
明
さ
れ
た

の
だ
。

　

今
年
の
１
月
６
日
に
林
直
道
先

生
が
99
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
こ
と
を
後
日
知
っ
た
。
読
者

の
一
人
と
し
て
歌
を
手
向
け
た
い

と
思
う
。

ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日

に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
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㉓当帰芍薬散

㉔加味逍遥散

㉕桂枝茯苓丸

61桃核承気湯

図１　月経トラブルがある場合のフローチャート

図３　倦怠感が目立つ場合のフローチャート

大阪市・さかざきこどもクリニック院長 坂﨑　弘美先生講演

ママに優しい漢方薬

はじめに
　子どもの診察の際に、母親自身の
体調不良について相談されることが
多い。育児や家事には休みがなく、
さらに仕事をしている方も多く、母
親のストレスははかりしれない。ま
た、コロナ禍において、母親の負担
はさらに増え心身ともに疲れ切って
いる方が多い。
　子どもの健やかな発達のために
は、母親の心身の健康も必要であ
る。また保護者だけでなく、心のト
ラブルを抱える子どもが増え、その
対応に母親の負担がさらに増えると
いう悪循環が起こっている。
　母親は新型コロナウイルスへの感
染の不安を抱えながら、子ども、家
庭を守っていかねばならない。小児
科医はそんな母親のSOSに気づき、
声かけをすることも大切かと思う。
その際、漢方薬というアイテムがあ
れば、母子ともに対して柔軟な治療
が可能となる。

母親への漢方薬の
 アプローチについて
　月経関連症状、精神症状、倦怠感
にわけて選択する漢方薬について説
明する。

１）月経トラブルに対して

　子育て中の女性は、妊娠、出産、
更年期と大きくホルモンバランスが
変化する時期にいる。さらに小さい
サイクルとして、月経とそれによる
周期的な体調変化があり、それらに
伴う症状もさまざまである。
　まず女性３大漢方である当帰芍薬
散、加味逍遙散、桂枝茯苓丸、さら
に桃核承気湯を加えてこの四つから
処方を選択している（図１）。
　当帰芍薬散は、華奢で色白の女性
で、むくみと冷えがある場合に有効
である。構成生薬は（四物湯―地
黄）＋（五苓散―猪苓―桂皮）で、
血の巡りを改善し身体の水分バラン
スを調節する処方であると言える。
　加味逍遥散は、不定愁訴が多い場
合のファーストチョイスである。ま

た更年期障害にも有効であることが
多い。仕事と育児でストレスまみれ
の母親にとって、救世主のような処
方であると言える。
　桂枝茯苓丸は、比較的体力がある
女性で、月経関連トラブルや冷えの
ぼせを訴える場合に有効である。
　桃核承気湯には、下剤作用がある
大黄と芒硝が含まれる。これを含む
方剤を承気湯類と呼び、便秘だけで
なく気のめぐりも改善する作用があ
る。頑固な便秘の症状がある母親に
はまず桃核承気湯を処方することが
多い。

２）こころのトラブルに対して

　情報化社会の中で、どうしても自
分と他人を比較してしまいがちであ
る。できるだけパーフェクトに育て
なければと強いストレスがある母親
が多い。育児はこうあるべきだと考
えるが、なかなか思い通りにいかな
い。仕事での疲れもあり、働く母親
のストレスははかりしれない。夫が
協力的でない家庭もあり、コロナ禍
で実家にも頼れず、母親ひとりで問
題を抱えている場合も多い。それら
に対して、上述の加味逍遙散、抑肝
散、半夏厚朴湯、加味帰脾湯、柴胡
加竜骨牡蛎湯から処方することが多
い（図２）。
　抑肝散の処方のポイントは、どこ
かに怒りがある場合である。また、
自分自身が悪いと思いこみ、自責に
よるイライラ感、その結果クヨクヨ
してしまうタイプに有効である。イ
ライラ、クヨクヨが続き、その結
果、胃腸が弱り、消化機能が低下し
てしまう場合は、抑肝散に陳皮と半
夏を加えた抑肝散加陳皮半夏が適切
である。
　半夏厚朴湯は、精神症状があって
のどが詰まるという症状があるとき
に処方している。「のどが詰まる」
というのを主訴として、来院される
ことは少ない。他に色々な症状を訴
える場合でも、必ず「のどのあたり
が詰まりませんか？」と聞き出すこ
とも大切である。ほかにも咳チック
などにも有効であることがある。

　加味帰脾湯の処
方のポイントは、
不安に押しつぶさ
れて、身体も心も
弱っている場合で
ある。
　柴胡加竜骨牡蛎
湯は比較的体力が
あり、ストレスで
交感神経過緊張状
態となり動悸する
場合に処方する。
腹部診察のポイン
トとしては、胸脇
苦満と臍上悸であ
る。

３）倦怠感に
　　対して

　とにかく疲れる
という場合には、
補中益気湯を処方
すると効果的であ
ることが多い。
　補中益気湯は、
身体的精神的エネ
ルギーが低下して
いるときに、それ
を補う作用があ
る。
　他にも十全大補
湯、半夏白朮天麻
湯、六君子湯など
も同様の作用があ
り、その鑑別点を
図３に示す。 ま
た、上記の月経ト

立つと考える。
　また、通常の診察に来院された子
どもの母親のストレスの存在に気づ
き、声をかけることが必要である。
まずは、話を聞くこと、母親の頑張
りを認めて褒めること、その上で母
親の心身状態を考慮して漢方薬の内
服を勧めることが大切である。
　多くの小児科医が保護者の訴えに
も耳を傾け、漢方薬が処方できるよ
うになればと思う。
（2022年11月19日、薬科部研究会よ
り）

ラブル、こころのトラブルに使用す
る漢方薬と併用することもある。

おわりに
　子どもを育てるということは、当
たり前のようだが、とても大変であ
り尊い仕事である。
　一生懸命に育児をしても、子ども
はなかなか親の思い通りにならない
ことも多い。母親だけでなく、父親
もストレスや苦労が絶えない。そん
な、母親または父親にもメンタルを
含む体調管理に漢方薬は非常に役に

First choice 41補中益気湯

貧血・皮膚乾燥 48十全大補湯

めまい・頭痛 37半夏白朮天麻湯

むくみ・冷え・貧血

多愁訴・神経質

冷えのぼせ

頑固な便秘

胃もたれ・冷え

図２　こころにトラブルがある場合のフローチャート

㉔加味逍遥散

54抑肝散

⑫柴胡加竜骨牡蛎湯

100137加味帰脾湯

⑯半夏厚朴湯

43六君子湯

体
力
な
し

体
力
あ
り

訴えが多い・更年期障害

イライラ・興奮・怒り

ストレスが強い・動悸・体力あり

不安でたまらない・体力なし

咽のつまり

もっと便利な積立制度

※サイバー保険もお問い合わせください！

協 会の 共済制度
次回受付は
４月１日開始です

加入者数5万1千人、
積立金総額1兆3千億円

次回受付は４月１日開始です

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

春の共済制度募集 ４月１日受付開始！ ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

ドクターに最適を提供します
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兵庫県保険医協会

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ） 来場参加の方
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療
機関名②お名前③電話番号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jp
へ送信してください。案内メールを返信します。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を
絞って開催しますので事前にお申込みください。会場に手指消毒液を
ご用意、会場換気を致します。マスクはご持参ください。

※未入会の方は入会の上ご参加ください。

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

「北阪神支部」文化企画「俳句」
日 時  3月12日（日） 午前10時30分阪急池田駅集合
会 場  池田市 雅俗山荘・小林一三記念館
講 師   宝塚市・岡本クリニック院長 岡本 純子先生
定 員  15人（先着順）　参加費  8,000円

「神戸支部」研究会
テーマ  閉塞性睡眠時無呼吸症 

－個別的医療で健康寿命の改善を！－
日 時  3月11日（土） 午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   中央区 前田呼吸器科クリニック睡眠医療センター 

前田 均先生
定 員  20人

県下各地の行事

3
月
の
診
内
研

第595回診療内容向上研究会

どの科が診るの？
成人食物アレルギー
日 時  3月18日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せずZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。

講 師   慶應義塾大学医学部 呼吸器内科 助教 正木 克宜先生

無 料

申し込み 右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://is.gd/jSx2MO 078-393-1820FAX

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等Zoom視聴のお申し込み

歯科定例研究会
テーマ  美しい義歯調整 －簡単で効率的なコツ－
日 時  5月28日（日） 午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   広島県・さとう歯科 佐藤 裕二先生

歯科の行事

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  3月14日（火） 午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）
話題提供  粟田 哲司先生

「明石支部」研究会
テーマ  職場環境の改善に取り組んでいますか？

－医療機関におけるハラスメント防止対策
日 時  3月18日（土） 午後3時～
会 場   明石商工会議所5階
講 師   トータル人事・労務オフィス代表 

嶺山 洋子特定社会保険労務士
参加費  無料

「神戸支部」研究会
テーマ  新型コロナ感染症 場末の救急病院奮闘記
日 時  4月1日（土） 午後5時10分～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸掖済会病院 麻酔科・救急科部長 馬屋原 拓先生
定 員  40人

「北摂・丹波支部」
在宅医療点数の手引2022年度版学習会（医科）
日 時  3月25日（土） 午後2時30分～
会 場   三田市キッピーモール多目的ホール
講 師   三田市・ひろせクリニック 廣瀬 智先生
定 員  50人
参加費  1,000円（『在宅医療点数の手引』は

１冊税込4,000円（事前送付は送料別））

「姫路・西播支部」接遇研修会
テーマ  接客のプロから教わる接遇の基本
日 時  3月25日（土） 午後2時30分～
会 場  じばさんびる601会議室
講 師   元JALキャビンアテンダント 西岡 ひとみ氏
定 員  50人　参加費  1,000円

第596回
テーマ  国内で遭遇する主な寄生虫症と熱帯病治療

薬研究班の活動
日 時  4月8日（土） 午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師  宮崎大学医学部感染症学講座寄生虫学分野教授

丸山 治彦先生

診療内容向上研究会 文化部　落語＆トークの夕べ（反核医師の会、反核平和部共催）
テーマ  落語家＆弁護士が語り継ぐ『大阪空襲』

－空襲の悲劇、そして「防空法」とは…？
日 時  6月10日（土） 午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
出 演   落語家 桂 花團治さん

弁護士 大前 治氏
参加費  無料

薬科部　研究会
テーマ  進歩する乳癌診療に対して、医療者間の

協力体制で取り組めること
日 時  4月15日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学医学部附属病院乳腺内分泌外科診療科長

國久 智成先生
来場定員  40人
参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

成人食物アレルギーの有病率は5％と推定されるが、診療経験
が豊富な医師や医療機関は少なく、受診先に困窮する患者も多
い。「モモやキウイを食べると口が痒くなる」「蕁麻疹がよく出
るのだが、食事と関係があるのか？」「昼食後に筋トレをした
ら失神しそうになった」このような訴えで受診する方に対し
て、網羅的検査（View39、MAST48）を行っても、ひたす
ら患者の話を傾聴しても、必ずしも正しい診断ができるとは限
らない。想定した鑑別疾患に基づいたClosed questionによ
る問診と、病態を推定して選択した抗原特異的IgE検査（RAST
や皮膚プリックテスト）が正しい診断への鍵となる。本講演で
は、このような方が受診した際に正しい診断と管理を行うため
に有用な知識を解説する。 【正木 記】

歯科定例研究会

今からはじめる
新しい嚥下障害予防トレーニング
日 時  3月12日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  神鋼記念病院耳鼻咽喉科部長 一般社団法人嚥下トレーニング協会代表理事

浦長瀬 昌宏先生

お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

078-393-1802FAX

無 料

会 員 国際部・福岡県歯科保険医協会共催オンラインセミナー

医療関係者のための
「やさしい日本語」実地研修会
日 時  3月26日（日）　午後2時～4時30分
会 場   兵庫県保険医協会会議室＆福岡県歯科保険医協会会議室 

  （オンライン併用）
定 員  20人（先着順）

お申し込みは

Zoomによる参加希望の方 konishi-s@doc-net.or.jp 担当・小西
078-393-1820FAX

外国人の方と　ロールプレイ！
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兵庫県保険医協会

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

無 料

※会員の先生はもちろん、歯科衛生士さんもご参加を！

医療費の窓口負担ゼロの会オンラインイベント2023

ナイトミュージアム
医療費の窓口負担『ゼロ』の世界をのぞいてみよう

日 時  3月25日（土）　午後6時～
会 場  WEBによるライブ配信
特別講演   健康格差はなぜ生まれるのか 

  ～『ゼロ』の世界の必要性～ 
  千葉大学 予防医学センター教授 近藤 克則氏

お楽しみ企画   特産品があたるキーワードクイズ 
  特別講演と3つの「小部屋」動画でキーワードが発表 
 されます。動画を見て応募してください！

※パソコンから参加の方は、
　YouTubeから医療費の窓口負担「ゼロの会」と検索！

無 料

予約不要 視聴はこちらから➡

薬科部研究会

無 料

会 員

新時代を切り拓く片頭痛
新規治療のすべて
日 時  3月11日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  甲南加古川病院 脳神経内科部長 

甲南医療センター 頭痛外来 北村 重和先生
来場定員   40人

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みく
ださい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

参加費  1,000円

2000年にトリプタン系薬剤が日本に上陸して以来の“片頭痛治療パラ
ダイム・シフト”第2波が現在到来している。片頭痛予防療法において
は、初の特異的治療薬である抗CGRP関連抗体製剤が2021年に相次い
で3種類が上梓され、その有効性は片頭痛患者の生活・人生を大きく変
えている。また、世界初の5-HT1F受容体選択的作動薬（Ditan系薬
剤）であるLasmidianも昨年6月に承認された。そして内服薬のCGRP
拮抗薬であるGepant系薬剤が、現在日本でPhaseⅢの治験が進行中で
ある。更に成人にとどまることなく、小児・思春期対象の治験も日本を
含めたGlobalで進捗し、片頭痛新規治療薬が次々と登場し、治療選択
肢の拡がりは一昔前とは雲泥の差である。
本講演では、片頭痛臨床の基本から始まり、新規治療薬の作用メカニズ
ム、臨床的特徴、各種薬剤の位置付けを概説する。また片頭痛診療にお
ける薬剤師の果たすべき役割についても少し触れたい。 【北村 記】

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://onl.la/ASDzGip

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

受験対策セミナー

難関中学　医学部・歯学部受験
来年度入試の動向と各学年の対策

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会組織部 ☎078-393-1817 荒川まで
お問い合わせは

お申し込み

日 時  3月12日（日）　午後1時～　会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師  MEP（塾・家庭教師）講師

①中学受験 午後1時～　2023年度入試概要と伸び悩み対処法

②医・歯学部受験 午後2時～　2023年度入試概要と学年別対策のポイント

③個別相談会 午後3時～　（希望者のみ）

歯科定例研究会

くすり・検査値がわかれば
全身が見える　update 2023
日 時  4月9日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  明和病院 歯科口腔外科部長 末松 基生先生

お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

078-393-1802FAX

近年、医療の方向性は「多職種連携」で、歯科は医療の一領域として歯
科医師はチーム医療の一端を担うことになり、ニーズは形態回復から機
能改善（摂食嚥下）にシフトした。この変革に対応するイノベーション
の鍵は総合診療力と医科多職種との調整力で、その力量向上には共通言
語である「くすり・検査値」から患者の全身状態を把握する方法を習得
するのが早道である。
講演ではまず「おくすり手帳」から患者の全身状態を瞬時に推知する方
法について述べ、練習問題を通じて医療面接のシミュレーションを行
う。また、自らが薬を処方する際に注意が必要な医科処方薬との相互作
用や腎機能に対する配慮について述べる。次に血液検査データの「スピ
ードチェック法」による効率的な読解方法を紹介する。
平成25年から全国の保険医協会より機会を賜りこの手法の普及に努め
ているが、医科薬剤の変貌は凄まじく、今回updateした最新の情報を
ご紹介する。 【末松 記】

無 料

会 員

「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」
施設基準研究会

日 時  3月19日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師  兵庫医科大学 歯科口腔外科学講座 准教授 野口 一馬先生
定 員  80人
参加費   1,000円（受講証当日発行します）

第1部「歯初診」

第2部「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準対応研修
テーマ

兵庫県保険医協会歯科部会

078-393-1809 078-393-1820FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

会員歯科医師
限　定

文化部　環境・公害対策部共催

春のウォーキング企画

武庫川渓谷を歩く
日 時  4月2日（日） ※少雨決行
集 合  午前10時（JR西宮名塩駅）
解 散  午後1時30分頃（JR武田尾駅）
コース  JR西宮名塩駅→廃線跡→川原→JR武田尾駅（約３km）
持ち物  懐中電灯、お弁当、水筒、雨具（少雨時）
お 話  協会環境・公害対策部員 法西 浩先生（西宮市）
定 員  30人

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

無 料


